
i A-ll! 

月ヨ要吾 0:>昌司主主1:生季食言正 0:>雲討t;;ちA主生三き雪と4本ブヨ

を用いて

邦秋(余暇問題研究所)
妙子(東海大学)

(Life Satisfaction lndex) 体力測定結果と生き甲斐指数
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言緒

本研究は、我々の生活 行動 の源 泉で ある 「体力 j と「能動的・積極的生活行動を営む意
志 ・ 意欲(生き甲斐) Jをリンクするであろう事実を見いだし、検証することを目的に試
みたものである。

説仮2. 

次の仮説を設定しそれらを検証することで進められた。
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本研究は、

仮説1):
仮説 2) : 
仮説 3): 

研究方法

踏台昇降握力、立位体前屈、垂直とび、上体起こし、1)体力測定:反復横とび、

トピンらによって開発された 20聞からなる Life Satisfaction lndex 
(Short Form) を和訳して用いた。

調査票2) 

解 答 後 そ の 場 で 回 収 .3) 調査方法:体力測定を実施すると同時に調査票を配布し、

30日1月21日24日、4) 調査期間:1992年 1月20日

LSIの平均値

LSI平均

男性224名

体力測定結果の基礎統計量を算出.
体力測定結果の平均値を基準に上位群と下位群に分け、
を算出し、その差に tー検定を施す。
土 1標準偏差範囲外をHighグループと Lowグループを設定し
値を算出し、その差に t一検定を施す。
体力測定結果と LSI結果に相関分析を施す。
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サンプル:東京都内一部上場企業社員事務系業務従事者

③ 

分析方法:①
② 

④ 

5) 

6) 



結果および要約4. 

N=224 体力測定結果およびLSl調査結果の概要

LSI F-P 踏台(点)前屈 (cm) 握力 (kg)上体(回)垂直 (cm)反復(回)年齢(歳)

9.63 
5.49 

889.33 
189.32 

60.55 
9.81 

41. 32 
6.18 

9.87 
8.80 

49.25 
8.17 

22.95 
6.33 

45.54 
6.12 

平均値 44.59 
標準備差 10.07

:体力浪.~定 6項目の数値の合計F-P (フィットネスポイント)※ 

とLSI平崎値の一世f隼立」

F-P 踏台握力前屈垂直上体反復年齢

10.24 
8.60 

9.67 
9.69 

9.71 
10.61 

9.86 
10.61 

9.15 
9.94 

9 . 18 
10.16 

10.73 
9.00 

10.30 
9.16 

9.46 
10.05 

9.33 
9.95 

10.06 
9.73 

9.65 
9.71 

8.60 
9.49 

9.63 
9.66 

9.31 
10.79 

9.42 
9.99 

G r . 

Gr. 

上位群
下位群

High 
Low 

N=224 体力測定結果と LSI結果左の相関係数一覧

F-P 踏台握力前屈垂直上体反復体重身長年齢

-0.36 

1)体力測定結果(平均値)を概観すると、標準値(東京都立大学、日本人の体力標準
値)に比較して踏台昇降において僅かに下回るものの、本研究のサンプルは標準を上回る
体力をもっている者が多いといえる。

2) 体力測定結果の平均値を基準として、 :!:1標準偏差の外にあるサンプルを High/Low
グループとし、平均値を基準に値の大きいものを上位群、小さいものを下位群としてそれ
ぞれでのLSI平均値を算出した。その結果に着目すると、そこには僅かづっの差を見出す
ることができる。しかし、矛盾するものもあり全体の傾向を伺い知るには至らない。さら
に、 t検定を施したが統計的有意とされるものはなかった.

3) 体力測定結果と LSIについて相関分析を施した.算出された相関係数は極めて小さく
統計的有意性はなかった。さらに無相聞の検定を施した場合、危険率1%で相関の無いこ
とが確認された。
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結5. 

本研究を進める中で、今回用いた測定尺度である「体力測定J と「生き甲斐指数 (Li f e 
Stisfaction lndex) から得られた数値については、その取り扱いに未だ課題を残してい

る。いずれの尺度も純然に「量的 Jなものではなく、本来「質的価値Jをもっ説明変数で
構成される。今回の研究では、分析処理を進める段階で双方の尺度がもっ質的価値への配
慮が不十分だったのではないかと考えている.

例えば、 「体力 j の"高低"または"優劣"を決定するに至つては、測定により得た
数値個々の大きさにより判断をした.しかし、同ーの数値であっても年齢および他の項目
との関連までにも配慮をすると、そこには質的に同ーとされるべきでない必然が生じる。

さらに今回用いたLSIについても、 20聞からなる簡便性は特出されるのの原文(英語)
を和訳したことのみで使用したため、本来この lndex (指数・指標)のもつ信頼性および
妥当性の低下も生じていたのではないかとも考えられる。

今後は以上の課題に着目し、とくに本研究の目的を達成するに必要と思われる測定尺度
の入手もしくは開発に努め、同時に質的変数の取り扱いに配慮し進歩を計りたい。
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